
神
戸
女
子
大
学
史
学
会
会
則 

 
第
一
条 
本
会
は
神
戸
女
子
大
学
史
学
会
と
称
す
る
︒ 

第
二
条 
本
会
は
歴
史
学
研
究
の
向
上
と
交
流
︑
会
員
相
互
の

親
睦
を
目
的
と
す
る
︒ 

第
三
条 

本
会
の
会
員
は
つ
ぎ
の
二
種
と
す
る
︒ 

一
︑ 

通
常
会
員 
本
学
史
学
科
の
教
員
︑
大
学
院
生
︑
学 

生
お
よ
び
卒
業
生
︒ 

一
︑ 

特
別
会
員 

本
学
史
学
科
の
元
教
員
︑お
よ
び
本
学 

に
特
に
貢
献
し
た
も
の
︒ 

第
四
条 

本
会
は
前
掲
目
的
に
沿
�
て
︑
機
関
雑
誌
の
発
行
︑

研
究
会
の
開
催
︑
お
よ
び
会
員
総
会
の
開
催
を
行
う

も
の
と
す
る
︒ 

第
五
条 

本
会
に
左
記
の
役
員
を
置
く
︒ 

一
︑  

代 

表 

者 

教
員
一
名
︒ 

一
︑  

通
常
委
員 

教
員
若
干
名
︑
大
学
院
生
若
干
名
︑
学 

生
各
学
年
二
名
︒こ
れ
ら
の
も
の
で
運 

営
委
員
会
を
構
成
し
︑
編
集
︑
会
計
︑ 

企
画
等
を
担
当
す
る
︒ 

一
︑ 

会
計
監
査 

教
員
一
名
︑
学
生
一
名
︒ 

一
︑ 

そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
︒
但
し
重

任
を
さ
ま
た
げ
な
い
︒ 

第
六
条 

 

本
会
の
経
費
は
会
費
︑
寄
付
金
お
よ
び
そ
の
他
の
収

入
に
よ
る
も
の
と
す
る
︒ 

一
︑ 

会
費
は
付
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
︒ 

一
︑ 

本
会
の
会
計
年
度
は
︑
毎
年
四
月
よ
り
翌
年
三
月
ま

で
と
す
る
︒ 

第
七
条 

本
会
の
事
務
所
は
︑
神
戸
女
子
大
学
史
学
科
研
究
室

内
に
置
く
も
の
と
す
る
︒ 

 付 

則 
 

一
︑ 

会
費
は
当
面
の
間
︑
必
要
が
生
じ
た
場
合
の
み
実
費

を
均
等
に
負
担
す
る
も
の
と
す
る
︒ 

一
︑ 

こ
の
会
則
の
変
更
は
︑
会
員
総
会
に
お
い
て
行
う
︒ 

一
︑ 

こ
の
会
則
は
昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十
日
か
ら
施
行

す
る
︒ 

一
︑ 

こ
の
会
則
は
平
成
三
十
年
十
一
月
四
日
の
総
会
で
改

正
し
た
︒ 
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は
じ
め
に 

  

淮
河
は
�
黄
河
と
長
江
の
間
を
流
れ
る
全
長
一
〇
〇
〇
㎞
の
大
河
で
�
約
二
七
万
㎢
の
面
積
を
持
つ
流
域
は
�
河
南
・
安
徽
・
山
東
・
江

蘇
・
湖
北
の
五
省
に
わ
た
�
て
い
る
�
淮
河
流
域
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
�
筆
者
は
す
で
に
大
躍
進
運
動
以
降
に
発
生
し
た
多
く
の
問
題

を
中
心
に
考
察
し
て
き
た(

1)

�
し
か
し
�
こ
う
し
た
環
境
問
題
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
下
で
発
生
し
た
の
か
と
い
う
分
析
は
ま
だ

お
こ
な
�
て
い
な
い
�
そ
の
原
因
を
探
る
こ
と
は
�
今
後
�
環
境
問
題
を
解
決
す
る
可
能
性
を
探
る
試
み
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
�
本

稿
は
�
上
述
の
目
標
を
持
�
た
試
論
で
あ
る
� 

 

淮
河
流
域
は
�
温
暖
な
気
候
で
�
季
節
変
動
が
大
き
い
と
は
い
え
降
水
量
に
も
比
較
的
恵
ま
れ
�
古
来
よ
り
農
業
生
産
力
は
大
き
か
�

た
�
大
運
河
に
象
徴
さ
れ
る
物
流
も
活
発
で
あ
り
�
人
口
も
多
く
豊
か
で
あ
る
が
ゆ
え
に
�
こ
の
地
の
争
奪
を
め
ぐ
る
戦
乱
も
絶
え
な
か

�
た
�
一
方
で
�
黄
河
の
氾
濫
は
淮
河
流
域
に
大
き
く
影
響
し
�
支
流
沿
岸
に
居
住
す
る
多
数
の
住
民
の
活
動
は
�
流
域
の
生
態
環
境
に
大

き
な
負
荷
を
与
え
�
そ
の
生
活
を
困
難
な
も
の
に
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
� 

 

本
稿
は
�
淮
河
流
域
に
進
出
し
た
諸
勢
力
の
活
動
�
黄
河
の
�
奪
淮
�
と
称
せ
ら
れ
る
南
流
が
も
た
ら
し
た
影
響
�
洪
水
や
旱
害
に
加
え

て
蝗
害
な
ど
の
被
害
�
地
域
社
会
の
分
立
の
背
景
や
上
流
域
と
下
流
域
の
対
立
の
原
因
な
ど
を
�
歴
史
の
流
れ
に
沿
�
て
概
観
す
る
�
そ

の
な
か
で
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
人
的
貢
献
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
�
淮
河
流
域
の
環
境
問
題
に
及
ぼ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的

要
因
を
分
析
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
� 

 

一 

淮
河
流
域
の
開
発
と
環
境 


